
     田辺市修学奨学生（入学準備金）願書（様式１）の記入について 

１．「生計を一にする家族及び所得」欄 

（１）同居している人は全員記入してください。 

   生計を一にしている人は、同居、別居を問わず全員記入してください。 

（２）別居独立の生計を営む兄姉や、生計を一にしない別居の祖父母等並びに生別した人は、記入す

る必要はありません。 

（３）「続柄」は出願者本人から見た関係を、「年齢」は出願時現在で記入してください。 

（４）「就学者」とは、次の学校に在学する人をいいます。 

  ・小学校、中学校、高等学校、高等専門学校、大学、短期大学、特別支援学校、専修学校 

  ・専修学校における就学者とは、学校教育法第 124 条に規定する学校に就学する人で、第 134 条

に規定する各種学校へ在学する人は、就学者に含まれません。 

（５）「職業」について、勤労者は勤務先、自営の場合は業種名・店名等を記入してください。 

（６）「所得の種類」は所得証明書に記載の名称を記入してください。 

   ※同一人で２種以上の所得があるときは、適宜上下に区分して記入してください。ただし、い

ずれも給与所得の場合は合計した金額を記入してください。 

（７）「所得（利益）金額（税込）」は、所得証明書の所得金額を記入してください。 

 

２．「事業内容」欄 

  事業所得、農業所得の場合は、詳しく記入してください。 

 

３．「家庭事情」欄 

  入学準備金の貸与を希望するに至った事情等を具体的に記入してください。 

  親戚知人からの援助、生活保護法の扶助費、失業給付金等、所得証明書に記載されていない収入

がある場合は、その収入についても記入してください。 

 

４．「署名」欄 

（１）「連帯保証人」は、保護者と別世帯で独立して生計を営む方が記入してください。 

「連帯保証人」は、成年者にしてください。 

「連帯保証人」欄は、必ず本人に自署・押印してもらってください。 

（２）「年月日」は、願書を学校へ提出する年月日を記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 



 田辺市修学奨学生（入学準備金）推薦調書（様式２）について（高等学校用） 

１．「住所」欄 

  住所は、学校在校時の住所を記入してください。 

２．「学習の成績」欄 

  学業成績証明書を添付してください。 

３．「推薦所見」欄 

学業、勉学への意欲、身体（健康状況）、家庭状況（特に詳しく記入）について記入してくださ

い。 

４．「判定」欄 

  田辺市修学奨学生所得基準表により、判定をお願いします。「世帯所得合計額」が所得基準以下

の者を推薦してください。 

 

       書類の作成と所得証明等についてのお願い 

１．書類の作成について 

「田辺市修学奨学生（入学準備金）願書の記入について」、「田辺市修学奨学生所得基準表」により

ますが、次のことについてよろしくご指導願います。 

（１）願書について 

① 願書の提出は、在学生に加え、卒業生も対象となります。 

② 所 得 

      次の点について、ご注意願います。 

ａ．家族構成、修学状況その他から判断して所得が過少であると思われるとき。 

       （１年分か、援助関係はないか等） 

ｂ．母子家庭、老齢者・障害者のいる家庭（年金の有無とその額を記入させてください。ま

た、養育費受取額がある時はその額を記入させてください。） 

ｃ．農家で耕作面積に比して所得が少ないとき。 

（所得が少なくなった事情－幼木、立地条件の不利等を記入させてください。） 

ｄ．所得記入のないとき。 

（現在の生活費の出所を願書に記述させてください。） 

２．所得証明書等の扱いについて 

  募集要項に記載の必要書類が揃っているかご確認ください。所得証明書は、就学前児童及び就学

者以外の家族全員のものが必要です。市税完納証明書は保護者の人数分必要です。 

 ※ 源泉徴収票や年金支払通知では、他の所得の有無や所得額がわかりませんので必ず所得証 

明書をお願いします。 

３．書類等の提出について 

  ・生徒の学校への提出は令和６年１月 26 日（金）にしています。 

 ・「判定」のうえ推薦調書等を添えて、令和６年２月２日（金）までに田辺市教育委員会 

教育総務課へ提出願います。 

※ 書類の不備、記入漏れ等は、判定材料を欠くものとして、選考から除外されることもあります

ので不備の無いようお願いいたします。  

 

 

 


